
　　　　

2025 年 3 月 1 日

平日 15 時 40 分から 18 時 00 分まで

土曜日 8 時 00 分から 18 時 00 分まで

学校休業日 8 時 00 分から 18 時 00 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 校外学習、季節行事（七夕の飾り作成、クリスマス会、お楽しみ会など）、学童クラブとのふれあい等。

家族支援
モニタリングや個別支援の面談時に、家庭での様子や課題ニーズ等を話し合
う。連絡ノートで一日の様子をお知らせする。

移行支援 支援方針について学校の先生（巡回相談員）に相談し、助言をいただく。

地域支援・地域連携 学校や相談支援事業所等と連携を図る。 職員の質の向上 県や町が主催する研修等に出席し、知識の向上を図る。

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の把握と一日のリズムを身につけることができるよう支援する。
・自分の持ち物の整理と自己管理ができるよう支援する。

・遊びや活動を通して様々な感覚を身につけることができるよう支援する。
・日常生活に必要な運動や動作が習得できるよう支援する。

・自分の得意なこと、苦手なことを認識させ、得意分野を増やすことができるよう支援する。
・活動スケジュールを活用し、適切な行動や対応ができるよう支援する。

・自分の思いや考えを言葉に出して相手に伝える力が身につくよう支援する。
・日常的な会話を増やし、異なる年齢の人との関わりが持てるよう支援する。

・遊びの中で協調性を学ぶことができるよう、一人遊びから集団遊びへ移行できるよう支援する。
・自分の行動や感情のコントロールができるよう支援する。

法人（事業所）理念 「子どもたちの笑顔」「寄り添う支援」「養育負担の軽減」「ほっと出来る居場所づくり」を目指します。

支援方針

○学校や家庭とは異なる時間・空間・人・体験などを通じて、発達支援を行います。
○一人ひとりの課題に応じた支援計画を作成しています。
○お子さんを預かることで、保護者のゆとりの時間をつくります。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

（別添資料１）

事業所名 芦屋すてっぷくらぶ 支援プログラム（参考様式） 作成日


